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【手続補正書】
【提出日】平成26年3月19日(2014.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法であって、
　位置データをＧＰＳレシーバから、前記ＧＰＳレシーバを含む携帯機器の現在位置に基
づいて受信する工程と、
　前記携帯機器が移動しているか否かを判定する工程と、
　前記携帯機器がしきい時間よりも長い間、エリアから移動していないことに応じて、前
記現在位置を、登録された位置として登録する工程と、
　前記現在位置が、前記登録された位置からしきい距離未満であるか否かを判定する工程
と、
　前記ＧＰＳレシーバの一定の受信間隔を前記ＧＰＳレシーバの先行する受信間隔に基づ
いて増加させる工程であって、前記受信間隔を増加させる工程は、前記携帯機器が、前記
登録された位置から前記しきい距離未満であることに応じる工程と、
　前記受信間隔に基づいて、一定期間にわたり、前記ＧＰＳレシーバが更なる位置データ
を受信することを抑制する工程と
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法において、前記携帯機器が移動しているかを判定する工程は、前記
現在位置が、先行位置から第２のしきい距離超であるかを判定する工程を含むことを特徴
とする方法。
【請求項３】
　請求項１記載の方法において、前記携帯機器が前記エリアから移動した場合に前記受信
間隔をリセットする工程を更に含むことを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項１記載の方法において、ユーザ入力に基づいて、前記しきい時間を調節する工程
を更に含むことを特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項１記載の方法において、一定期間にわたり、前記位置データを監視する工程を更
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に含み、前記現在位置は、前記期間中の反復インスタンスにおいて前記しきい時間よりも
長い間、前記エリアから移動していない場合にのみ、登録された位置として登録されるこ
とを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項１記載の方法において、前記受信間隔を、先行する受信間隔を２倍にすることに
よって増加させることを特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項１記載の方法において、
　前記増加させた受信間隔を最大受信間隔と比較する工程と、
　前記増加させた受信間隔が前記最大受信間隔よりも大きい場合、前記増加させた受信間
隔を前記最大受信間隔に制限する工程と
を更に含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
　請求項１記載の方法において、前記登録された位置からの前記しきい距離はユーザの好
みに基づくことを特徴とする方法。
【請求項９】
　請求項１記載の方法において、前記登録された位置からの前記しきい距離を前記位置デ
ータに基づいて設定する工程を更に含むことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　請求項１記載の方法において、登録された位置として位置を予め設定する工程を更に含
むことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　携帯機器であって、
　前記携帯機器の現在位置に基づいて位置データを提供するよう構成されたＧＰＳレシー
バと、
　前記位置データを前記ＧＰＳレシーバから受信し、
　前記携帯機器が移動しているか否かを判定し、
　前記携帯機器がしきい時間よりも長い間、エリアから移動していないことに応じて、前
記現在位置を、登録された位置として登録し、
　前記現在位置が、前記登録された位置からしきい距離未満であるか否かを判定し、
　前記ＧＰＳレシーバの一定の受信間隔を前記ＧＰＳレシーバの先行する受信間隔に基づ
いて増加させ、前記受信間隔の増加は、前記携帯機器が、前記登録された位置から前記し
きい距離未満であることに応じ、
　前記受信間隔に基づいて、一定期間にわたり、前記ＧＰＳレシーバが更なる位置データ
を受信することを抑制する
よう構成された処理回路と
を備えることを特徴とする携帯機器。
【請求項１２】
　請求項１１記載の携帯機器において、前記携帯機器が移動しているかを判定することは
、前記現在位置が、先行位置からしきい距離超であるかを判定することを含むことを特徴
とする携帯機器。
【請求項１３】
　請求項１１記載の携帯機器において、前記携帯機器が前記エリアから移動した場合に前
記受信間隔をリセットすることを更に含むことを特徴とする携帯機器。
【請求項１４】
　請求項１１記載の携帯機器において、前記処理回路は、一定期間にわたり、前記位置デ
ータを監視するよう更に構成され、前記現在の位置は、前記期間中の反復インスタンスに
おいて前記しきい時間よりも長い間、前記エリアから移動していない場合にのみ、登録さ
れた位置として登録されることを特徴とする携帯機器。
【請求項１５】
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　請求項１１記載の携帯機器において、前記処理回路は、
　前記増加させた受信間隔を最大受信間隔と比較し、
　前記増加させた受信間隔が前記最大受信間隔よりも大きい場合、前記増加させた受信間
隔を前記最大受信間隔に制限する
よう更に構成されたことを特徴とする携帯機器。
【請求項１６】
　請求項１１記載の携帯機器において、前記処理回路は、前記位置データに基づいて前記
登録された位置からの前記しきい距離を設定するよう更に構成された携帯機器。
【請求項１７】
　コンピュータ装置によって実行されると、前記コンピュータ装置に動作を行わせる命令
を記憶させた、一時的でないコンピュータ読み取り可能な媒体であって、前記動作は、
　前記携帯機器の現在位置に基づいてＧＰＳレシーバから位置データを受信する工程と、
　前記携帯機器が移動しているか否かを判定する工程と、
　前記携帯機器がしきい時間よりも長い間、エリアから移動していないことに応じて、前
記現在位置を、登録された位置として登録する工程と、
　前記現在位置が、前記登録された位置からしきい距離未満であるか否かを判定する工程
と、
　前記ＧＰＳレシーバの一定の受信間隔を前記ＧＰＳレシーバの先行する受信間隔に基づ
いて増加させる工程であって、前記受信間隔を増加させる工程は、前記携帯機器が、前記
登録された位置から前記しきい距離未満であることに応じる工程と、
　前記受信間隔に基づいて、一定期間にわたり、前記ＧＰＳレシーバが更なる位置データ
を受信することを抑制する工程
とを含むことを特徴とする一時的でないコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項１８】
　請求項１７記載の一時的でないコンピュータ読み取り可能な媒体において、前記携帯機
器が移動しているかを判定する工程は、前記現在位置が、先行位置からしきい距離超であ
るかを判定することを含むことを特徴とする一時的でないコンピュータ読み取り可能な媒
体。
【請求項１９】
　請求項１７記載の一時的でないコンピュータ読み取り可能な媒体において、前記動作は
、一定期間にわたり、前記位置データを監視する工程を更に含み、前記期間中の反復イン
スタンスにおいて前記しきい時間よりも長い間、前記携帯機器が前記エリアから移動して
いない場合にのみ、前記現在位置が、登録された位置として登録されることを特徴とする
一時的でないコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項２０】
　請求項１７記載の一時的でないコンピュータ読み取り可能な媒体において、前記動作は
、
　前記増加させた受信間隔を最大受信間隔と比較する工程と、
　前記増加させた受信間隔が前記最大受信間隔よりも大きい場合、前記増加させた受信間
隔を前記最大受信間隔に制限する工程と
を更に含むことを特徴とする一時的でないコンピュータ読み取り可能な媒体。
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